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ラオス・ナムグム川流域における
SARデータを用いた水稲の生育推定
牧雅康（東北工業大学）・本郷千春（千葉大学）
4.各対象水田へのマイクロ波入射角および水田方
位角を考慮したLAI推定の高精度化の検討
CSKデータと現地計測LAIから作成したず LーAI回帰式を用いてLAIを推定
司より高精度なy°-LAI回帰式を作成するためには、
LA tと刊の関係に~－~ー与える要因を取り除くことが必要
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マイクロ波入射角と方位角
の両方を考慮した場合
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各対象水田の方位角の遣い
串ぃd手、 ・都市を対象とした研究より、後方散乱
しI従事コ は建物方位角を表す指標であるfil&
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各対象Jk田への
マイクロ波入射角の遣い
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• Google Eanhを用いて、
各対象水田におけるレー ダの
進行方向との相対方位角を算出
1.背景と目的
東南アジアの都市の現状
・人口増加および経済成長 司食糧需要のi由加
－農地への都市・工業地主主拡大司食糧供給量の減少
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将来の持続可能な発展のためには水稲の安定供給が重要な課題
＝今水田の土地生産性の空間分布を杷握した上で
土地利用計画を策定することが必要
SIMRIW-RSモデル
リモートセンシングとの同化による稲の生育・収量推定
の広減展開を目的に開発された作物モデル
衛星データから1Al（菜面
積指数）を広窃かつ高精度
に推定できれば、収量推定
の高精度化が可能
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・各対象水田へのマイク
ロ波入射角を算出
4・L
一び各対…位角の違
｜ 閥象水因へのマイクロ…の遣い
たLAl-y0回帰式を作成し、 L八l推定精度を検証
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闇｛直脊設定してj]IJ々 の回帰式存作成
マイクロ；皮入射角のみ｜ ：方位角のみを考慮した
を考慮した場合 ｜ 場合
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国 時系列叫とささ用いた凶の高精度推定の可能性について
検討する ＼＼雨季に雲の影響を受けない
2.対象地域と使用データ
対象地繊
ラオスのナムグム川流焼
－人口i由加、経済成長ともに顕著
ほとんどの農軍は稲作に機わっている
．水田の移植臼が空間的に異なる
• 14シ ンを通してのr°の値の変動
は約2dB以内と小さく、大気や衛星
の違いによる影響は少ないと考え
らえる
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『－－今回IまYo正規化は不必要と判断
5.まとめ
・時系列yoデータの高精度化については、都市域のyOを用いた正規化を検討したが、 14シーンを過してのyoの変動は小さく、E規化は不必要であると判断。
・LAI推定の高精度化については、水田への入射角の凄い芥考慮することによりLAI推宏精度は向上。
一方、水田方位角の遣いを考慮することによるLAI推芦精度の向上は入射角の場合に比べて小さかった。
・今後！立、計測データ数を増やして更なる検証を行っていく必要がある。
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